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座
長
を
務
め
る
竜
崇
正
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
理
事

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
野
口
聡
内
閣
官

房
Ｉ
Ｔ
担
当
室
参
事
官
が「
医
療
Ｉ
Ｔ
化

戦
略
と
工
程
表
」と
題
し
た
基
調
報
告
を

行
っ
た
。

野
口
氏
は
冒
頭
、
国
民
が
主
導
す
る

社
会
実
現
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
る

個
人
が
自
分
の
医
療
情
報
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
ど
の
病
院
で
も

適
切
な
患
者
主
体
の
医
療
を
受
け
ら
れ

る
に
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
医
療
情
報

を
自
分
で
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

健
康
や
病
状
を
自
己
管
理
す
る
意
識
が

高
ま
る
と
考
え
て
い
る
」と
話
し
た
。
そ

の
う
え
で
医
療
情
報
の
電
子
情
報
提
供

に
お
い
て
は
、
①
医
療
機
関
か
ら
の
電

子
情
報
提
供
、
②
サ
ー
ビ
ス
情
報
へ
の

電
子
入
力
、
③
事
業
者
間
の
電
子
デ
ー

タ
移
行
─
─
の
大
き
く
３
つ
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
し
た
。

「
当
面
の
目
標
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
、

第
１
期
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
調
剤
情
報
と

診
療
明
細
書
の
提
供
を
始
め
る
こ
と
。

「
新
た
な
情
報
推
進
戦
略
」に
つ
い
て
、

「
今
回
の
戦
略
は
過
去
の
戦
略
の
延
長
線

上
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
国

民
主
権
社
会
を
確
立
す
る
た
め
の
重
点

戦
略
と
し
て
、『
国
民
本
位
の
電
子
行
政

の
実
現
』『
地
域
の
絆
の
再
生
』『
新
市
場

の
創
出
と
国
際
展
開
』の
３
つ
に
絞
っ
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
」と
説
明
。
こ
の

な
か
で
医
療
分
野
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
地
域
の
絆
の
再
生
」に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
、「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
構
想
」

「
シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
医
療
連
携
の
推

進
」「
レ
セ
プ
ト
情
報
等
の
活
用
に
よ
る

医
療
の
効
率
化
」「
医
療
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
活
用
に
よ
る
医
薬
品
等
安
全

対
策
の
推
進
」な
ど
─
─
。

こ
の
う
ち
医
療
サ
ー
ビ
ス
受
益
者
で

あ
る
国
民
本
人
が
医
療
情
報
を
保
有
管

理
す
る
、
新
た
な
試
み
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
構
想
」

に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
統
一
さ
れ

た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
個
人
が
利
活
用
で
き
る
た
め
の

ル
ー
ル
の
作
成
が
必
要
だ
」と
投
げ
か
け

た
。
情
報
の
提
供
形
態
に
つ
い
て
は
、

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）や

非
接
触
Ｉ
Ｔ
形
態
、
カ
ー
ド
な
ど
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
く
方
向
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
無
料
と
す
る
た
め
、

通
信
会
社
を
は
じ
め
Ｉ
Ｔ
や
健
康
機
器

メ
ー
カ
ー
な
ど
先
行
し
て
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
事
業
者
な
ど
を
運
営
主
体
と
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、「
シ
ー
ム
レ
ス
な
地
域
医
療
連

携
の
推
進
」に
関
し
て
は
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部

で
、
３
１
０
０
億
円
に
も
の
ぼ
る
地
域

医
療
再
生
基
金
の
有
効
活
用
と
し
て
、

Ｉ
Ｔ
の
導
入
・
活
用
に
よ
る
医
療
情
報

連
携
の
推
進
を
提
言
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
医
療
連
携
の
実
現

に
は
導
入
・
運
用
の
面
か
ら「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」「
持
続
的
に

運
用
可
能
な
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」「
安
価
で
拡
張
性
の
あ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
接
続
」「
外
部
の
シ

ス
テ
ム
と
の
情
報
交
換
機
能
の
整
備
及

び
診
療
情
報
の
標
準
の
採
用
」に
留
意
す

る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

も
っ
と
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
連

携
の
重
要
性
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
連
携
に
対
す
る

評
価
が
低
い
」「
コ
ス
ト
面
か
ら
継
続
が

で
き
な
い
」と
い
っ
た
意
見
も
で
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
野
口
氏
は「
自
分
た

ち
の
戦
略
で
は
生
活
習
慣
病
な
ど
の
悪

化
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
病
診
間
で
の

患
者
情
報
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
な

ど
、
導
入
効
果
の
定
量
化
を
可
能
に
す

る
方
針
。
実
現
す
れ
ば
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
化
し
、
正
し
い
評

価
を
下
せ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
」と
強
調

し
た
。

最
後
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
の
現
状
に
つ

い
て
野
口
氏
は「
従
前
は
有
識
者
の
議
論

を
本
部
に
い
る
大
臣
に
あ
げ
る
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
不
十
分
と
い
う

こ
と
で
、
民
主
党
政
権
下
で
は
副
大
臣

級
の
企
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
医

療
分
野
で
は
現
在
、
企
画
委
員
会
の
下

に
設
け
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
議
論
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
内
閣
改
造
な

ど
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
来
年
２
月
に

は
議
論
を
と
り
ま
と
め
た
報
告
が
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
る
」と
説
明
し
た
。

医
療
機
関
経
営
者
や
医
師
、
患
者
団

体
代
表
、
通
信
企
業
、
Ｉ
Ｔ
メ
ー
カ
ー

担
当
者
な
ど
に
よ
る
電
子
カ
ル
テ
の
現

状
や
問
題
点
、
モ
バ
イ
ル
技
術
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
終
了
後
に
行
わ

れ
た
全
員
討
論
で
は
、
座
長
を
務
め
る

竜
氏
が
日
本
の
医
療
の
問
題
点
と
し
て

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
医
療
や
報
酬
に
関
し
て
は
、
細
部
に

わ
た
る
ま
で
厚
生
労
働
省
が
す
べ
て
を

決
め
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
患
者
に
個

人
の
医
療
情
報
を
提
供
す
る
の
に
さ
え

許
可
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
現
行
の
診

療
報
酬
で
は
、
普
通
の
経
営
を
し
て
い

て
は
医
療
機
関
の
大
半
が
赤
字
に
陥
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
過
剰
診
療
や
適

応
外
診
療
を
生
む
温
床
と
な
り
、
結
果

的
に
さ
ら
な
る
医
療
費
高
騰
を
招
い
て

い
る
。
患
者
本
人
が
自
分
の
医
療
情
報

を
保
有
す
る『
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
カ
ル
テ
』

が
実
現
す
れ
ば
、
重
複
診
療
や
過
剰
診

療
は
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
７
兆
円

も
の
医
療
費
が
浮
く
と
試
算
し
て
い
る
。

こ
の
浮
い
た
医
療
費
を
医
療
従
事
者
数

の
増
加
や
人
件
費
増
な
ど
に
使
え
ば
医

療
機
関
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
る
」と
訴
え
た
。

ま
た
研
究
会
活
動
に
つ
い
て
竜
氏
は

「
相
当
効
果
が
あ
っ
た
」と
し
た
う
え
で
、

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
最
大
の
成
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ン

ダ
ー
が『
患
者
情
報
は
患
者
個
人
の
も

の
』と
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
向
か
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
実
践

も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
会
活
動
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

当
日
は
約
１
６
０
人
の
医
療
従
事
者

や
Ｉ
Ｔ
技
術
者
、
政
策
担
当
者
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
が
参
加
。
全
員
討
論
で
は

会
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
び

交
う
な
ど
、
同
研
究
会
の
取
り
組
み
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
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第2回「どこでもMYカルテ研究会」開催

「患者自身が自分の医療情報を管理することで、シームレス
な地域連携医療やゆとりのある医療を実現する」ために医療
関係者やIT技術者、政策担当者等が連携して活動している
「どこでもMYカルテ研究会」は、９月30日に東京都千代田
区の東京ステーションコンファレンスで第２回会合を開催
した。当日は内閣官房IT担当室の野口聡参事官による基調
報告をはじめ医療・介護関係者、ITベンダー等からシーム
レスな地域連携に向けた、さまざまな問題提起や活動報告
が行われた。

ＩＴ化の推進による
日本の医療の未来をめぐり

第一線で活躍中の有識者が議論

現
在
は
議
論
を
行
っ
て
い
る
段
階

来
年
２
月
に
は
方
向
性
を
示
す

「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」に
よ
っ
て

患
者
主
体
の
医
療
が
実
現
す
る

竜崇正・NPO法人医療福祉ネット
ワーク千葉理事長は「今後は実践も
踏まえた研究会活動を展開したい」と
意欲を見せる

患
者
に
よ
る
医
療
情
報
の
保
有
が

日
本
の
医
療
を
大
き
く
変
え
る

当日は野口聡参事官の基調報告のほか、医療従事者やＩＴ関係者
からもさまざまな発表が行われた

平日夜間の開催にもかかわらず会場には１６０人もの関係者が
参加した


